
平成２５年度

） ） ） ※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入

） ） ） ※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入

 （おくの　たけとし）

　奥野　武俊　（大阪府立大学長）、
 （にしざわ　よしき）

　西澤　良記　（大阪市立大学長）

博士課程教育リーディングプログラム　プログラムの概要 [採択時公表]

機関名 大阪府立大学 機関番号 24403

３．

１． 全体責任者
（学長）

※ 共同申請のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、申請を取りまとめる大学
（連合大学院によるものの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

２． プログラム責任者
   　（ふりがな）  （つじ　ひろし）

氏名・職名  辻　　洋　　（大阪府立大学副学長 [教育研究担当] ）

プログラム    　（ふりがな）  （たつみさご　まさひろ）  　

コーディネーター 氏名・職名  辰巳砂　昌弘　（大阪府立大学大学院工学研究科副研究科長、物質・化学系専攻教授）

４． 申請類型 Ｑ ＜複合領域型（物質）＞

５．

プログラム名称 　システム発想型物質科学リーダー養成学位プログラム

英語名称 Graduate Course for System Inspired Leaders in Material Science

副題 SiMS学位プログラム

６．
授与する博士
学位分野・名称

博士（工学）、博士（応用生命科学）、博士（理学）または博士（学術）
付記する名称：システム発想型物質科学リーダー養成学位プログラム

７． 主要分科

（① 複合化学 （② 材料化学 （③ ナノ・マイクロ科学

応用物理学，材料工学，プロセス・化学工学，人間情報学

８． 主要細目

（① （② （③

９． 専攻等名 ＜大阪府立大学大学院＞
工学研究科機械系専攻、航空宇宙海洋系専攻、電子・数物系専攻、電気・情報系専攻、物
質・化学系専攻
生命環境科学研究科応用生命科学専攻
理学系研究科物理科学専攻、分子科学専攻、生物科学専攻
＜大阪市立大学大学院＞
工学研究科機械物理系専攻、電子情報系専攻、化学生物系専攻

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

１０．連合大学院又は共同教育課程による申請（構想による申請も含む）の場合、その別　※ 該当する場合には○を記入

（機関名：大阪府立大学　申請類型：複合領域型（物質）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：　システム発想型物質科学リーダー養成学位プログラム）

ブラウン大学，ジョージア大学，セイブルック大学，パリ第６大学，オールボー大学，華東理工大学，慶煕大学，
国立金烏工科大学，泰日工業大学，台南大学，王立プノンペン大学，パナソニック㈱，ローム㈱，住友電気工
業㈱，㈱村田製作所，㈱日立製作所，東芝ソリューション㈱，コニカミノルタ㈱，㈱プロアシスト，ニット―ボーメ
ディカル㈱，（独）産業技術総合研究所，imec，Anabas Inc.，Hitachi Asia Ltd.

連合大学院 共同教育課程 ○

１１．連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

　　 （ふりがな）

       氏名・職名



[採択時公表]

計算知能
博士（工学）

教育・研究指導計画の策定、実施

１５．プログラム担当者一覧

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２６年度における役割)

（プログラム責任者）

辻　洋 ﾂｼﾞ ﾋﾛｼ 59 大阪府立大学・理事（教育研究担当）（兼）副
学長（教育研究担当）

情報システム学
博士（工学）

事業総括

（プログラムコーディネーター）

辰巳砂　昌弘 ﾀﾂﾐｻｺﾞ ﾏｻﾋﾛ 57 大阪府立大学大学院工学研究科副研究科長、工
学研究科物質・化学系専攻・教授

無機材料化学
工学博士

プログラムの総括、プログラムの設計・
運用

安保　正一 ｱﾝﾎﾟ ﾏｻｶｽﾞ 66 大阪府立大学学長顧問
触媒化学・光化学

工学博士

プログラム運営調整総括、府大市大連携
総括、教育・研究指導の実施

高橋　哲也 ﾀｶﾊｼ ﾃﾂﾔ 51
大阪府立大学学長補佐(兼)高等教育推進機構副
機構長、大学院理学系研究科情報数理科学専
攻・教授

整数論・暗号理
論・数学教育
理学博士

カリキュラムの立案・策定、新大学院設
置認可申請の統括

伊藤　智博 ｲﾄｳ ﾄﾓﾋﾛ 61 大阪府立大学大学院工学研究科機械系専攻・教
授

機械力学
博士（工学）

教育・研究指導計画の策定、実施

三村　耕司 ﾐﾑﾗ ｺｳｼﾞ 53 大阪府立大学大学院工学研究科機械系専攻・教
授

固体力学
博士（工学）

教育・研究指導計画の策定、実施

横山　良平 ﾖｺﾔﾏ ﾘｮｳﾍｲ 55 大阪府立大学大学院工学研究科機械系専攻・教
授

エネルギーシステ
ム工学

工学博士
教育・研究指導計画の策定、実施

福田　弘和 ﾌｸﾀﾞ ﾋﾛｶｽﾞ 37 大阪府立大学大学院工学研究科機械系専攻・准
教授

バイオプロダク
ション工学
博士(工学)

教育・研究指導計画の策定、実施

大塚　耕司 ｵｵﾂｶ ｺｳｼﾞ 49 大阪府立大学大学院工学研究科航空宇宙海洋系
専攻・教授

海洋環境学
博士(工学)

教育・研究指導計画の策定、実施

有馬　正和 ｱﾘﾏ ﾏｻｶｽﾞ 48 大阪府立大学大学院工学研究科航空宇宙海洋系
専攻・准教授

海洋システム工学
博士（工学）

教育・研究指導計画の策定、実施

小木曽　望 ｺｷﾞｿ ﾉｿﾞﾑ 47 大阪府立大学大学院工学研究科航空宇宙海洋系
専攻・准教授

ｼｽﾃﾑ工学、信頼性
工学、最適設計
博士（工学）

教育・研究指導計画の策定、実施

秋田　成司 ｱｷﾀ ｾｲｼﾞ 50 大阪府立大学大学院工学研究科電子・数物系専
攻・教授

ナノデバイス
博士（工学）

教育・研究指導計画の策定、実施

石原　一 ｲｼﾊﾗ ﾊｼﾞﾒ 53 大阪府立大学大学院工学研究科電子・数物系専
攻・教授

固体理論、光物性
理論

工学博士

カリキュラムと評価方法の開発、実施、
教育・研究指導の策定、実施

内藤　裕義 ﾅｲﾄｳ ﾋﾛﾖｼ 56 大阪府立大学大学院工学研究科電子・数物系専
攻・教授

有機エレクトロニ
クス

工学博士
教育・研究指導計画の策定、実施

藤村　紀文 ﾌｼﾞﾑﾗ ﾉﾘﾌﾐ 52 大阪府立大学大学院工学研究科電子・数物系専
攻・教授

電子材料・デバイ
ス

博士（工学）
教育・研究指導計画の策定、実施

石亀　篤司 ｲｼｶﾞﾒ ｱﾂｼ 49 大阪府立大学大学院工学研究科電気・情報系専
攻・教授

電力システム工学
博士（工学）

教育・研究指導計画の策定、実施

石渕　久生 ｲｼﾌﾞﾁ ﾋｻｵ 50 大阪府立大学大学院工学研究科電気・情報系専
攻・教授

黄瀬　浩一 ｷｾ ｺｳｲﾁ 49 大阪府立大学大学院工学研究科電気・情報系専
攻・教授

情報工学
博士（工学）

教育・研究指導計画の策定、実施

戸出　英樹 ﾄﾃﾞ ﾋﾃﾞｷ 47 大阪府立大学大学院工学研究科電気・情報系専
攻・教授

情報ネットワーク
学

博士（工学）
教育・研究指導計画の策定、実施

中島　智晴 ﾅｶｼﾏ ﾄﾓﾊﾙ 41 大阪府立大学大学院工学研究科電気・情報系専
攻・教授

人工知能
博士（工学）

教育・研究指導計画の策定、実施

井上　博史 ｲﾉｳｴ ﾋﾛｼ 49 大阪府立大学大学院工学研究科物質・化学系専
攻・教授

博士（工学）
電気化学

教育・研究指導計画の策定、実施

荻野　博康 ｵｷﾞﾉ ﾋﾛﾔｽ 47 大阪府立大学大学院工学研究科物質・化学系専
攻・教授

化学工学,反応工
学,生物科学工学
博士（工学）

教育・研究指導計画の策定、実施

河野　健司 ｺｳﾉ ｹﾝｼﾞ 53 大阪府立大学大学院工学研究科物質・化学系専
攻・教授

生体関連高分子化
学

工学博士
教育・研究指導計画の策定、実施

小西　康裕 ｺﾆｼ ﾔｽﾋﾛ 58 大阪府立大学大学院工学研究科物質・化学系専
攻・教授

プロセス工学
工学博士

教育・研究指導計画の策定、実施

久本　秀明 ﾋｻﾓﾄ ﾋﾃﾞｱｷ 44 大阪府立大学大学院工学研究科物質・化学系専
攻・教授

分析化学
博士（工学）

教育・研究指導計画の策定、実施

（機関名：大阪府立大学　申請類型：複合領域型（物質）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：　システム発想型物質科学リーダー養成学位プログラム）



[採択時公表]

１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２６年度における役割)

松岡　雅也 ﾏﾂｵｶ ﾏｻﾔ 44 大阪府立大学大学院工学研究科物質・化学系専
攻・教授

物理化学・触媒化
学・光化学

博士（工学）
教育・研究指導計画の策定、実施

松本　章一 ﾏﾂﾓﾄ ｱｷｶｽﾞ 53 大阪府立大学大学院工学研究科物質・化学系専
攻・教授

高分子化学
工学博士

教育・研究指導計画の策定、実施

森　茂生 ﾓﾘ ｼｹﾞｵ 47 大阪府立大学大学院工学研究科物質・化学系専
攻・教授

材料物理学
博士（工学）

教育・研究指導計画の策定、実施

綿野　哲 ﾜﾀﾉ ｻﾄﾙ 47 大阪府立大学大学院工学研究科物質・化学系専
攻・教授

化学工学（粉体工
学）

博士（工学）
教育・研究指導計画の策定、実施

林　晃敏 ﾊﾔｼ ｱｷﾄｼ 40 大阪府立大学大学院工学研究科物質・化学系専
攻・准教授

無機材料化学
博士（工学）

教育・研究指導計画の策定、実施

乾　隆 ｲﾇｲ ﾀｶｼ 50 大阪府立大学大学院生命環境科学研究科応用生
命科学専攻・教授

タンパク質科学
理学博士

教育・研究指導計画の策定、実施

小泉　望 ｺｲｽﾞﾐ ﾉｿﾞﾑ 49 大阪府立大学大学院生命環境科学研究科応用生
命科学専攻・教授

植物分子生物学
博士（農学）

教育・研究指導計画の策定、実施

山地　亮一 ﾔﾏｼﾞ ﾘｮｳｲﾁ 48 大阪府立大学大学院生命環境科学研究科応用生
命科学専攻・教授

分子栄養学
博士（農学）

教育・研究指導計画の策定、実施

細越　裕子 ﾎｿｺｼ ﾕｳｺ 45 大阪府立大学大学院理学系研究科物理科学専
攻・教授

物性科学
博士（理学）

教育・研究指導計画の策定、実施

柳　日馨 ﾘｭｳ ｲﾙﾋｮﾝ 62 大阪府立大学大学院理学系研究科分子科学専
攻・教授

有機合成化学
工学博士

教育・研究指導計画の策定、実施

藤井　郁雄 ﾌｼﾞｲ ｲｸｵ 56 大阪府立大学大学院理学系研究科生物科学専
攻・教授

生物化学
薬学博士

教育・研究指導計画の策定、実施

吉田　敦彦 ﾖｼﾀﾞ ｱﾂﾋｺ 53 大阪府立大学大学院人間社会学研究科長、人間
社会学研究科人間科学専攻・教授

教育人間学、ﾎﾘｽ
ﾃｨｯｸ教育学

博士（教育学）
リテラシー教育プログラムの策定、実施

Joseph Britton ﾌﾞﾘﾄﾝ ｼﾞｮｾﾌ 64 大阪府立大学高等教育推進機構・特命教授
ｽﾋﾟｰﾁﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

理学士

グローバルリーダー教育プログラムの策
定と実施

松井　利之 ﾏﾂｲ ﾄｼﾕｷ 48 大阪府立大学２１世紀科学研究機構・教授
材料物性学

博士（工学）

プログラム運営に際しての学内調整、教
育・研究指導計画の策定、実施

横川　善之 ﾖｺｶﾞﾜ ﾖｼﾕｷ 57 大阪市立大学大学院工学研究科機械物理系専攻
（知的材料工学）・教授

生体材料
博士（工学）

教育・研究指導計画の策定、実施

兼子　佳久 ｶﾈｺ ﾖｼﾋｻ 43 大阪市立大学大学院工学研究科機械物理系専攻
（知的材料工学）・准教授

材料工学
博士（工学）

教育・研究指導計画の策定、実施

重川　直輝 ｼｹﾞｶﾜ ﾅｵﾃﾙ 51 大阪市立大学大学院工学研究科電子情報系専攻
（電気工学）・教授

半導体デバイス物
理

博士（理学）
教育・研究指導計画の策定、実施

高橋　秀也 ﾀｶﾊｼ ﾋﾃﾞﾔ 54 大阪市立大学大学院工学研究科電子情報系専攻
（電気工学）・教授

電気情報システム
博士（工学）

教育・研究指導計画の策定、実施

金　大貴 ｷﾝ ﾃｷﾞ 44 大阪市立大学大学院工学研究科電子情報系専攻
（応用物理学）・教授

ﾅﾉﾏﾃﾘｱﾙ工学、光
物性実験

博士（理学）
教育・研究指導計画の策定、実施

中山　正昭 ﾅｶﾔﾏ ﾏｻｱｷ 57 大阪市立大学大学院工学研究科電子情報系専攻
（応用物理学）・教授

半導体光物性
博士（理学）

教育・研究指導計画の策定、実施

阿多　信吾 ｱﾀ ｼﾝｺﾞ 39 大阪市立大学大学院工学研究科電子情報系専攻
（情報工学）・教授

情報通信工学
博士（工学）

教育・研究指導計画の策定、実施

鳥生　隆 ﾄﾘｳ ﾀｶｼ 61 大阪市立大学大学院工学研究科電子情報系専攻
（情報工学）・教授

画像処理、ｺﾝﾋﾟｭｰ
ﾀﾋﾞｼﾞｮﾝ
理学博士

教育・研究指導計画の策定、実施

原　晋介 ﾊﾗ ｼﾝｽｹ 51 大阪市立大学大学院工学研究科電子情報系専攻
（情報工学）・教授

情報通信工学
工学博士

教育・研究指導計画の策定、実施

田窪　朋仁 ﾀｸﾎﾞ ﾄﾓﾋﾄ 37 大阪市立大学大学院工学研究科電子情報系専攻
（情報工学）・准教授

ロボット工学
博士（工学）

教育・研究指導計画の策定、実施

小畠　誠也 ｺﾊﾞﾀｹ ｾｲﾔ 44 大阪市立大学大学院工学研究科化学生物系専攻
（応用化学）・教授

光機能材料化学
博士（工学）

教育・研究指導計画の策定、実施

辻　幸一 ﾂｼﾞ ｺｳｲﾁ 49 大阪市立大学大学院工学研究科化学生物系専攻
（応用化学）・教授

分析化学
工学博士

教育・研究指導計画の策定、実施

長崎　健 ﾅｶﾞｻｷ ﾀｹｼ 49 大阪市立大学大学院工学研究科化学生物系専攻
（生物応用化学）・教授

医用材料工学、生
体機能工学

博士（工学）
教育・研究指導計画の策定、実施

立花　亮 ﾀﾁﾊﾞﾅ ｱｷﾗ 47 大阪市立大学大学院工学研究科化学生物系専攻
（生物応用化学）・准教授

分子生物学
博士（理学）

教育・研究指導計画の策定、実施

上野山　雄 ｳｴﾉﾔﾏ ﾀｹｼ 56 パナソニック株式会社・フェロー
半導体・デバイス
ディスプレイ

Ph.D
プログラムアドバイザー

高須　秀視 ﾀｶｽ ﾋﾃﾞﾐ 65 ローム株式会社・常務取締役 LSI統括本部長 兼
研究開発担当

半導体デバイス
工学修士

プログラムアドバイザー
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１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２６年度における役割)

永広　建志 ﾅｶﾞﾋﾛ ｹﾝｼ 64 関西アーバン銀行・元専務取締役
人事管理・経営マ
ネージメント

法学士
統括メンター、教育計画の策定支援

酒井　俊彦 ｻｶｲ ﾄｼﾋｺ 65 住友金属テクノロジー株式会社・元代表取締役
社長

計測工学・自動化
技術・技術ﾏﾈｰｼﾞﾒ

ﾝﾄ
工学博士

学生メンター、教育計画の策定支援

松田　元伸 ﾏﾂﾀﾞ ﾓﾄﾉﾌﾞ 67 大阪府立大学21世紀科学研究機構・プログラム
運営統括

精密工学・技術マ
ネージメント

工学士
学生メンター、教育計画の策定支援

升本　久幸 ﾏｽﾓﾄ ﾋｻﾕｷ 61 大阪府立大学21世紀科学研究機構・統括コー
ディネーター

精密工学・技術マ
ネージメント
工学修士

学生メンター、教育計画の策定支援

奥田　浩之 ｵｸﾀﾞ ﾋﾛﾕｷ 46 大阪府立大学21世紀科学研究機構・客員研究員
（りそな銀行）

金融学
学士

教育プログラムのコーディネート

西岡　隆夫 ﾆｼｵｶ ﾀｶｵ 53 住友電気工業（株）・アドバンストマテリアル
研究所無機材料研究部・部長

金属・無機材料
工学博士

学生指導、インターン受入対応

多田　裕 ﾀﾀﾞ ﾋﾛｼ 54 村田製作所・執行役員
高周波・品質保証

工学士
学生指導、インターン受入対応

新井　利明 ｱﾗｲ ﾄｼｱｷ 59 株式会社日立製作所ディフェンス社・主管技師
長

情報システム
博士(工学)

学生指導、インターン受入対応

守安　隆 ﾓﾘﾔｽ ﾀｶｼ 58 東芝ソリューション(株)IT技術研究開発セン
ター企画部

情報システム
博士（工学）

学生指導、インターン受入対応

唐崎　敏彦 ｶﾗｻｷ ﾄｼﾋｺ 60 コニカミノルタ（株）・常務取締役オプティク
スカンパニー長

製造業経営
工学修士

学生指導、インターン受入対応

生駒　京子 ｲｺﾏ ｷｮｳｺ 56 ㈱プロアシスト・代表取締役社長
経営・情報工学

学士
学生指導、インターン受入対応

松浦　裕 ﾏﾂｳﾗ ﾕﾀｶ 60 日立金属（株）NOMAX事業部・技師長
永久磁石材料開発

工学博士
学生指導、インターン受入対応

石原　英幹 ｲｼﾊﾗ ﾋﾃﾞｷ 53 ニットーボーメディカル株式会社研究開発部・
研究科発部長

癌診断
医学博士

学生指導、インターン受入対応

和泉　憲明 ｲｽﾞﾐ ﾉﾘｱｷ 44 (独)産業技術総合研究所知能システム研究部
門・上級主任研究員

サービスシステム
開発

博士（工学）
学生指導、インターン受入対応

Angus I. Kingon ｱﾝｶﾞｽ ｷﾝｺﾞﾝ 58
Prof. of Eng., and Barrett Hazeltine Univ.
Prof. of Entrepreneurship and
Organizational Studies at Brown Univ.

材料化学・
Entrepreneurship
教育学　　PhD

カリキュラム策定支援、留学受入対応

Michel CHE ﾐｼｪﾙ ｼｪ 71 Université Pierre et Marie Curie・Professor
PhD(Chemical
Engineering)

カリキュラム策定支援、留学受入対応

Jinlong Zhang ﾁｮｳ ｷﾝﾘｭｳ 48 華東理工大大学院工学研究科応用化学専攻・教
授

応用化学
博士（応用化学）

学生指導、留学受入対応

Oh, Myung-Hoon ｵ- ﾐｮﾝﾎﾝ 53
Kumoh National Institute of Technology,
School of  Advanced Materials and Systems
Engineering・Professor,

Metallic
Materials

PhD(Engineering)
学生指導、留学受入対応

Jintawat　Chaichanawong ｼﾞﾝﾀﾜｯﾄ ｶｲﾁｬﾅﾜﾝ 34 Thai-Nichi Institute of Technology (TNI),
Faculty of Engineering・Associate Professor

Chemical
Engineering
Dr. Eng.

学生指導、留学受入対応

Nancy Southern ﾅﾝｼｰ ｽｰｻﾞﾝ 62
Saybrook University, School of
Organizational Leadership and
Transformation・Professor

Organizational
learning and
development

ED.D

学生指導、留学受入対応

Amrit Tiwana ｱｰﾐｯﾄ ﾃｨﾜﾅ 38 Associate Professor of Terry College of
Business, University of Georgia

Inforamation
system
Ph. D.

学生指導、留学受入対応

Chang-Shing Lee ﾁｬﾝｼﾝ ﾘ 44
National University of Tainan, Dept. of
Computer Science and Information
Engineering・Professor

Computer Science
and Information
Engineering　PhD

学生指導、留学受入対応

Petar Popovski ﾍﾟｰﾀｰ ﾎﾟﾎﾟﾌｽｷｰ 39 Aalborg University, Department of
Electronic Systems・Professor

Communications
Theory
Ph. D.

学生指導、留学受入対応

Kyesan Lee ｹｻﾝ ﾘ 43 Kyung Hee University, School of Electronics
and Information・Professor

Communications
Engineering

Ph. D.
学生指導、留学受入対応

Phal Des ﾌｧﾙ ﾃﾞｽ 42 the Royal University of Phnom Penh,
ViceRector・Professor

Information
Science
D.E.S

学生指導、留学受入対応

Ingrid De Wolf ｲﾝｸﾞﾘｯﾄ ｳｫﾙﾌ 52 imec・Manajour
MEMS reliability
PhD in science,

Physics
学生指導、海外インターン受入対応

Alex Ho ｱﾚｯｸｽ ﾎ 49 CEO of Anabas, Inc.
Information

System
PhD

学生指導、海外インターン受入対応

松並　直人 ﾏﾂﾅﾐ ﾅｵﾄ 48 Hitachi Asia, Ltd. R&D Center・General
Manager

情報システム
学士（工学）

学生指導、海外インターン受入対応
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リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性 
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入して
ください。） 

 

 本リーディングプログラムでは、「ことづくり」の発想から深い物質科学の素養を活かすことができ、

階層融合的な研究戦略を想起できる「システム発想型」物質科学リーダーを養成することに特段の努

力を払う。また、本プログラムは、申請大学が持つ強みを最大限に発揮するリーダー養成システムを

構築すべく、高度な学術的研究成果を産業の開拓に強力に結びつける高い企業マインドを持ち、「基礎

から実用展開への生きたリンク」を構築できる、産業界に主軸を置くリーダーの養成に思い切って特

化する。 

 20世紀における物質科学を発信源としたイノベーションにおいては、物質からデバイス、さらにシ

ステムまでを包含するエレクトロニクスの高度な階層化が役割を果たした。しかし近年、このような

技術枠組みでは対応できない新しい物質概念が登場し、物質階層とシステム階層が高度に融合した新

しい研究パラダイムが拓かれてきた。さらに「ことづくり」を中心とする産業構造シフトが顕在化し、

技術的階層の融合に止まらず、シーズ的視点を超えて、システム、事業的視点に立つ発想からフィー

ドバックされた戦略的な階層融合研究の推進が、持続的で国際競争力のある産業、また安全安心社会・

持続型社会を支える産業の構築には必須の要素となりつつある。 

 このことを鑑みれば、我が国が国際競争力を復活させて行くためには、「もの」の開発に「こと」の

考え方をダイレクトに融合し、「ものづくり」を、それそのものに閉じた階層から解き放ち、素材から

機能分子・デバイス、さらにそれらを統括するシステムまでの階層が高度に融合された斬新なシステ

ム発想型研究開発戦略を想起できる高度研究リーダーが今まさに必要であり、その育成体制の構築こ

そが我が国の急務であると言える。この問題意識に基づき、本プログラムでは、単一階層に閉じた発

想からは決して具現化しないイノベーションをエレクトロニクス分野、エネルギー分野そして生命科

学分野へと誘導し、「ものからことへの生きたリンク」を構築できる「システム発想型」研究リーダー

を養成する。また、単に出口を見据えた研究手法を有する研究者を養成するのではなく、「新しいこと

つくり」の概念を創出でき、社会システムまでを見渡せる人材を養成する。 

 上記目標を達成すべく、本プログラムは物質科学リーダー養成を、エネルギー材料、エレクトロニ

クス材料、生体材料の分野で展開する。大阪府立大学と大阪市立大学は、上記分野で世界的業績のあ

る研究グループが、特に公立大学の使命として、質の高い物質科学研究と実用研究を共存させ、基礎

から実用への「生きたリンク」を構築することで、産業的アウトプットを最大化することに注力して

きた。本学位プログラムでは、これらの教育・研究資源を最大限に活かし、システム発想型の産業牽

引型研究リーダーを養成する。さらに本プログラムでは、カリキュラムの横串的要素として世界的業

績を有するシステム・情報系の教員が全面的に参画し、物質系の学生とシステム・情報系の学生が共

存するプログラムの中で、「もの」の素養と「こと」の発想が実質的に結びつくための工夫がなされて

いることも重要な特色である。 

  

また、以上の養成目標を具現化すべく、本プログラムでは、システム・情報関連教員、企業教員の

大胆な導入により構成されたカリキュラムを通して具体的に次のような素養を併せ持つリーダーを養

成する。 

・ 物質科学の専門分野をリード出来る確固とした物質科学基礎力 

・ システム的発想から階層融合的に研究戦略を構築できるデザイン力 

・ 基礎的研究を産業的イノベーションへ結びつける突破力 

・ 自らの発想を世界に根付かせるリーダーシップと国際発信力 

これらの素養を翼として、国際競争力を持ち、持続的社会実現に貢献できる産業を構築出来るリー

ダーの育成が本プログラムの目標である。 
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学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から、コ
ースワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携による実践性、
国際性ある研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムなど
について、学位プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及び連
携先機関があるものについては、それらも含めて記入してください。） 

 

 

システム発想型物質科学リーダー養成学位プログラム 

（Graduate Course for System Inspired Leaders in Material Science: SiMS) 



機 関 名 大阪府立大学 

プログラム名称 システム発想型物質科学リーダー養成学位プログラム 

［採択理由］ 

本計画は、大阪府立大学と大阪市立大学の統合に向け、産業界のリーダー育成と「こと」

づくりを目指した教育・研究に特化したプログラムであり、新しい公立大学モデルにつな

がる意欲的な提案である。 
ものづくりだけでなく、システム的発想を持ち「ことづくり」ができるリーダーの育成

は、今後の日本における重要な方向性として大きな意義を有し、成果が期待される。 
本計画は両大学の人材育成と研究の優れた実績に基づいており、多数の異なる背景の外

国人や企業の人材を教員としている点、アントレプレナーシップ科目を設けて起業人材を

育成しようとする点、企業インターンシップのプログラムについて 70 社が受入先として具

体的に準備されている点などが評価できる。 
国内及びブラウン大学と連携した海外合宿形式のアイディエーション演習に特色があ

り、多様な人材との議論を通してビジョン構築力が養われることが期待される。コースワ

ークにおいては、システム・情報系の学生に対する物質科学科目、物質系学生に対するシ

ステム系基礎科目によって、物質とシステムの情報を媒介にした新しいことづくりの概念

を習得する。公立大学の特長を生かして、システム的発想を持つ産業牽引型のリーダーの

養成が期待できる。 
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